
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



は じ め に 

 

このたびはエンジン高圧洗浄機をお買い上げいただきましてありがとうございます。 

本機を効率良く、安全にお使いいただくため、ご使用前に本書をよくお読みいただき、操作方法、

点検やお手入れの方法などについて十分ご理解いただいた上で、正しくお取り扱いくださいますよ

う、お願いいたします。 

尚、弊社では「危険」、「警告」、「注意」および「参考」の各事項について次のような表示を使

用いしており、それぞれの定義は以下の通りです。 
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      危険：人身事故防止用 

 

遵守しないと人身事故が発生し、場合に 

よっては死亡・重大な後遺症の可能性が 

ある。 

！       警告：人身事故防止用 

 

遵守しないと人身事故が発生し、創傷・ 

火傷の可能性がある。 

！

注意：製品自体の損傷防止用 

 

遵守しないと製品自体に損傷を与える 

可能性がある。 

参考：留意事項 

操作・お手入れにおいて知っておくと 

得な製品の性能、誤りやすいミスに関する

事項。 



 

 

 
機械の性能を十分に発揮させるために、また安全にご使用いただくために、ご使用の前に下記の事項

をよくお読みいただき、十分なご理解と遵守の上でご使用ください。 

 
 

    危険：一酸化炭素中毒や火災事故などを防ぐために 

 
●換気が悪い場所では使用しないでください。エンジンの排気には有毒な一酸化炭素が含まれており、 

換気が不十分な場合は死に至ることもあります。 

●燃料補給は必ずエンジンを停止し、エンジンを十分冷やしてから行ってください。燃料は引火しやすいの 

で、運転中の補給は絶対行わないでください。 

●給油時は火気厳禁です。 

●燃料を入れすぎると燃料が燃料タンクキャップからにじみ出ることがあり、火災のおそれがあります。入

れ過ぎないようにしてください。 

●燃料タンクキャップは確実に閉めてください。もし燃料がこぼれた時は乾いた布で完全に拭き取り、よく

乾かしてからエンジンを始動してください。 

●本機運搬時には燃料タンク、キャブレター内の燃料を抜き取り、本機が転倒したり動いたりしないように

しっかり固定してください。 

●本機の運転中に周囲を囲ったり、箱をかぶせたりしないでください。エンジンが過熱し本機が損傷するば

かりではなく、火災のおそれがあります。 

●燃えやすいもの（わらくず、紙くずなど）や危険物（油脂類、シンナー、火薬など）の近くで使用しない 

でください。 

●雨天や雷鳴時は屋外で使用しないでください。 

●風通しの良い水平な場所でご使用ください。 

 
 

    警告：火傷やけがなどを防ぐために 

 
●高圧ホースを取り外す時はエンジンを停止させ、ガンのトリガ（引き金）を握りホース内部の圧力を抜い

てください。 

●高圧ホースに破損、水漏れ、変形や亀裂など異常がある場合は本機の使用を中止し、ホースを新品に交換

してください。 

●点検やお手入れを行う場合は、必ずエンジンが冷えた状態で行ってください。 

●分解や改造はしないでください。故障の原因となるばかりか危険です。 

 分解や改造により発生した事故および故障の責任は負いかねますのでご了承ください。 

●ガンのトリガ（引き金）をロープや針金等で固定して使用すると非常に危険です。絶対に行わないでくだ

さい。 

●本機は水道水でお使いください。ガソリンやオイル、有機溶剤などの可燃性液体や有害液体は使用しない

でください。爆発、発火、発煙などの事故や故障の原因になります。 
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●本機を使用する際は作業が容易なきちんとした服装で行ってください。また作業時は保護メガネを着用し 

てください。 

●運転中および停止直後はマフラーやマフラーカバー、エンジン本体およびその周辺が熱くなっていますの

で、手や肌が触れないようにしてください。 

●運転中は点火プラグ、キャップ、プラグコードに高圧な電気が流れています。感電のおそれがあるので触

らないでください。 

●エンジンオイルの補給後はオイルゲージを確実に締めてください。締めが不十分だと運転中に熱いオイル

が飛散するおそれがあります。 

●ノズル、ガン、ランスおよび高圧ホースなどの接続は緩んだり、外れたりすることのないよう確実に接続

してください。 

●噴射の方向に人、動物、壊れやすいもの、通電された電気装置、機械本体などがないことを確認してから

作業してください。 

・ガンのノズルからは、高圧水が噴射され、けがや破損の原因になります。 

●車などのタイヤや下回りを洗浄するときは、ノズル先端から３０ｃｍ以上離してください。 

・接近しすぎぎた場合、タイヤなどを損傷し、重大事故の原因となる場合があります。  

●車などの足回りを洗浄するときは、グリス塗布部分やカバー部分などに直接噴射しないでください。 

・グリスなどが流れ落ちることにより、損傷や重大事故の原因となる場合があります。 

●対象物に損傷が生じるおそれのある場合は、目立たない所で試してから使用する、ノズルからの距離を置

いて様子を見ながら洗浄するなど慎重に作業してください。 

●リコイルロープを引くときは、引っ張る方向に人や障害物がないことを確認してから行ってください。け

がをするおそれがあります。 

●高圧吐出状態で急にエンジンを停止すると、マフラー内で未燃燃料に着火し、爆発音が出たり炎が噴き出

す場合があり危険です。２～３分ほど高圧水の吐出を止めた状態でエンジンを回し、そののちエンジンを

停止させてください。 

●子供に使用させないでください。また、保管する際は、子供の手が届かない場所へ保管ください。 

注意：機械の故障を防ぐために 
 

●水道水をご使用ください。雨水、井戸水、工業用水および海水などは使用できません。 

●給湯設備から給水する場合は、水温が４０℃以下であることをご確認の上ご使用ください。 

●水道は毎分７L 以上の供給水量が必要です。適した水源をご使用ください。 

●ポンプの水無し運転（空運転）をしないでください。 

●高圧ホースは伸ばした状態で使用してください。鋭角に曲げたり、踏んだりすると破裂する場合があ 

ります。 

●洗剤は水溶性のものをご使用ください。強酸、強アルカリ、溶剤系のものは使用しないでください。 

 洗剤を使用される際は中性洗剤を使用し、必ず洗剤の用法に従ってご使用ください。 

●長期保管前には燃料タンク内やキャブレター内の燃料を抜き取り、火気や湿気のないところで保管し 

てください。また、抜いた燃料は引火性があり火災や爆発のおそれがあるので、「消防法に適合した」 

金属製の燃料タンクに入れて保管してください。 

●保管前にポンプ、ガン、高圧ホース内に残っている水を排出してください。 

・水が残っている状態で凍結する場所に放置すると故障の原因となります。 

●本機を雨にさらさないでください。保管時は本機にカバー等を掛け、雨やほこりが掛からないように 

室内で保管してください。 

●エンジンオイルは使用前に適量で清浄であることを確認してください。使用に伴いエンジンオイルは 

消費され減ります。劣化したオイルは潤滑性能が落ち、エンジン故障の原因となります。 

●５分以上のアイドリング運転は行わないでください。ポンプが過熱して故障の原因となります。 

 

 

2 



 

 

２－Ａ 付属品の確認 
本機のご使用前に付属品が正しく揃っているかを確認してください。万が一不足の場合はお買い求め

の販売店にご連絡ください。 

 

アクセサリー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組付け部品 

 

 

 

 

ノズル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  ※改良のため、部品の形状、色調が異なることがあります 
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No.
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦

0度ノズル 赤 ⑧
15度ノズル 黄 ⑨
40度ノズル 白 ⑩
洗剤吐出ノズル 黒 ⑪

⑫
⑬
⑭

吸水ストレーナ

プラグ交換レンチセット
オイル用ろう斗

アクセサリー

ターボノズル

ノズル他

工具他

自吸用吸水ホース3m

組付け部品
ホースフック

品名

高圧ホース（１０m）

ガン
ランス

水道直結用吸水ホース3ｍ

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

⑫ 

③ ①  

 

 

⑬ 

⑭ 

②  

④ ⑤ 

⑦ 

⑥ 



２－Ｂ 組み立て 

以下の手順で本機を組み立ててください。 

1.ハンドルが折りたたまれていますのでノブナットを緩めてボルトを外してください。 

 

 

 

                    

 

 

 

 

２.ハンドルを起こしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

３.ボルトを組付け、ノブナットを締めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.ホースフックの取り付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

緩める（反対側も同様） 

ハンドルを起こす 

締める（反対側も同様） 

ホースフックの片側を差し込む ホースフックの反対側を差し込む 



 

 

３－Ａ 本体 
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ガンフック

ノズルホルダー 

ハンドル

ホースフック 

ハンドル裏 

マフラー＆ 

マフラーカバー 

ホイール

マウント 洗剤タンク 

エンジン 

燃料コック リコイルロープ/ノブ 

エンジン

スイッチ

スロットル

レバー 

チョーク

レバー 

燃料タンク

オイルゲージ

ポンプ

吸水コネクタ   

（吸水ホース接続口） サーモバルブ 

洗剤吸引用 

ホース 

吐出口

アンローダ 

バルブ 

 
 

エンジン 

スイッチ 

燃料ドレン エンジンオイルドレン

燃料カップ 



３－Ｂ アタッチメント 
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ノズル 

ノズルカプラ ランス 

ガン ガン

トリガ セーフティーロック 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 最大吐出量・・・・・ポンプが吐出できる最大の水量 

※2 最大吐出圧力・・・・ポンプ能力の限界圧力 

商品仕様及び外観は、改良のため一部をお断りなく変更することがあります。 
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EJP-131GQ

RPV2G19D

6.2

7

13 {132}

0.035

GB13G

181

2.1(2.8)/3600

リコイルスタータ式

使用燃料油 無鉛レギュラーガソリン

燃料タンク容量 (L) 約2.8

持時間 （定格時） (hr） 約2

使用潤滑油 SE級以上 SAE10W-30

容量 (L) 0.55

交換時期
初回：25h
以後：50h

外寸 L×W×H (mm) 735×530×1170

31

ガン ガン+ランス

チップ 直射・15°・40°・洗剤・ﾄﾙﾈｰﾄﾞ

低圧3/8"-10m

1/2"-3m （水道用)
1/2"-3m （自吸用)

♯40(自吸用）

有

型式

ポ
ン
プ

高圧ポンプ名称

最大吐出量 （L/min）※1

最大吐出圧力 (MPa） {kg/cm2}※2

ポンプ潤滑油量 （L）

吐出量 （L/min）

セ
ッ
ト 乾燥質量 （kg)

潤
滑
油

始動方式

燃
料
油

エ
ン
ジ
ン

搭載機関型式

総排気量 （cc）

定格出力 （Kw{ps}/min-1)

エンジン工具・エンジン取説一式

吸水ストレーナ

標
準
付
属
品

噴
射
ガ
ン

高圧ホース

吸水ホース



 

 

 
     危険  

  ・排気ガス中毒防止の為、室内、トンネル内、船倉、タンク内、テント等換気の悪い所では使用し 

ないでください。また、建物や遮断物で風通しの悪い場所では使用しないでください。 

  ・運転は、床面のしっかりした水平な場所で建物や設備からは１ｍ以上離して使用してください。 

洗浄機が傾いたり、まわりが過熱したりすることがあり危険です。 

 

5-Ａ．設置 

１．本機を洗浄場所に移動します。 

２．水平な場所で、洗浄作業中に飛散した水などが本機に掛からない場所を選んでください。 

 

    注意：設置する際は必ず平坦な場所に設置し、車輪止めをしてください。 

       また、平滑な床の場合、エンジンの振動で本機が移動することがあります。 

その場合は紐などで本機のフレームを固定してください。 

    注意：本機をハンドル部で吊り上げないでください。脱落の可能性があり大変危険です。 

    注意：本機にビニールカバー等をかけたままでの運転はしないでください。火災になること 

       があります。 

 

5-Ｂ．エンジンオイルの点検と補給 

 

運転前に必ずオイル量を確認し、不足の場合はガソリンエンジ 

ンオイルを補給してください。 

１． オイルゲージを反時計方向に回しエンジンから外します。 

２． 乾いた布でオイルゲージのオイルを拭き取り、給油口に差し込

み（ねじ込まないで）、再度引き抜きオイルゲージでオイル量

を確認します。 

３． 上限と下限の間に油面があれば適正量です。不足している場合

はオイルを補給して適正量(0.55L)にしてください。 

 

警告：点検後はオイルゲージを確実に締め付けてください。締め付けが不十分な場合、ゲージ 

が外れて熱いオイルが飛散するおそれがあります。 
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検油棒を補油口にあてて（ねじ込まないで） 

上限レベルまで補給する 

 

 

下限 

上限 

！

 



5-Ｃ．給油 

1. 燃料タンクのキャップを開け、レギュラーガソリンを入れてく

ださい 

（燃料タンク容量：2.8Ｌ） 

2. 燃料は給油口の口元まで入れず、液面がフィルタの底面から口

元に対し、約 1/4（給油の上限）より下になるようにしてくだ

さい。入れ過ぎると燃料が燃料タンクキャップからにじみ出る

ことがあり危険です。 

                     

 

 

危険：給油時は火気厳禁！ 

   燃料を入れすぎないようにしてください。万が一こぼした場合は乾いた布で完全に拭 

き取ってください。 

ガソリン補給後は、タンクキャップは確実に閉めてください。 

注意：ガソリン以外の燃料はエンジン故障の原因となるため使用しないでください。 

 

5-Ｄ．本機への給水 

 

本機は水道直結でも溜め水容器からの吸い上げ（以後自吸と記載）でも、どちらでも使用できます。 

但し自吸の場合は若干、吐出圧力が低下します。 

 

【水道直結の場合】 

1. 水道直結用吸水ホースを蛇口に接続し、ドライバー（＋）で

ホースバンドを締め込み、ホースを確実に固定します。 

注意：供給水量が 7L/min 以上ある上水道を使用してくだ 

さい。水道の供給水量が少ないと吐出圧力が十分に 

上がらないばかりか、故障の原因になります。 

2. 吸水ホースのワンタッチジョイントを本体の吸水コネクタに

「カチッ」と音がするまでしっかり差し込みます。 

注意：接続があまいと水漏れの原因となります。 

3. 蛇口を開け本体吐出口から水が出ることを確認します。 

これは自吸の場合の呼び水です。 

4. 一旦蛇口を閉め、給水を止めます。 
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フィルタ 

口元 

4.5cm 

給油限界位置 



【溜め水容器からの自吸】 

 

初めての使用または長期間使用していなかった場合は、ポンプ内部が乾燥しており、自吸のために呼び水が

必要です。水道直結で呼び水をしてください。 

 

 

1. 自吸用吸水ホースの吸水ストレーナを溜め水容器に入れます。 

2. 自吸用吸水ホースのワンタッチジョイントを本体の吸水コネ

クタに「カチッ」と音がするまでしっかり差し込みます。 

注意：接続が甘いとエアを吸込み吸水不足となり、圧力が上 

がらない原因となります。 

注意：溜め水の容器の深さは 50cm 以下のもので、本機と同 

じレベルまたは本機より高い位置に設置してくださ 

い。それ以上の深さの容器や、本機より低い位置から 

の水の吸い上げはできません。 

3. エンジンを始動すると吐出口から水が出始め、30 秒ほどで 

エアが抜け、水の出方が一定になります。これでエア抜きが

完了します。エンジンの始動方法は後述「6-A エンジンの始

動」（1３頁）を参照してください。 

                    注意：エア抜きができない、もしくは時間が掛かる場合はカプ 

ラの接続と吸水ストレーナにごみ詰まりが無いがないか 

を確認してください。 
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吸水ストレーナ 

溜め水容器 



5-Ｅ．高圧ホ－ス、ガン、ランスの接続 

 

    危険 ：ガンおよび高圧ホースの接続はエンジンを停止した状態で行ってください。 

また、緩んだり、外れたりすることのないよう確実に接続してください。 

                                        

 

1. エンジンが停止していることを確認してください。また、 

水道直結の場合は蛇口が閉まっていることを確認してく 

ださい。 

2. 高圧ホースの接続口を本体の吐出口に差し込み、プラスチ 

ックのスクリューを時計方向に止まるまで回します。 

                                         注意：スクリューの締めが緩いと高圧水の漏れの原因とな 

     ります。 

                                         参考：ホースの接続スクリューの先端にＯリングを使用し 

ています。ホースの抜き差しをスムーズにするため、 

定期的にＯリングにグリスを塗布してください。 

グリスが無い状態で無理やり接続すると、Ｏリング 

が切れ、水漏れの原因となります。 

 

 

 

3. 高圧ホースとガンを接続します。ガンを固定した状態で、 

高圧ホースのメスねじをガンのオスねじに手で最後まで締 

め込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

4. ランスの接続ねじ側をガンの先端に差し込み、ガンのプラ 

スチックスクリューを時計方向に止まるまで回し、確実に 

接続します。 

                      参考：ガンのプラスチックスクリュー内のＯリングに切れ 

や異常な摩耗がないか点検してください。また定期 

的にＯリングにグリスを塗布してください。 
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O リング 

ガン 

高圧ホース 

ランス 

ガン 



５-Ｆ．ノズルの接続 

本機には 5 種類のノズルが付属しています。使用するノズルは洗浄物や汚れの状況に合わせて選択してく

ださい。ただしエンジン始動時には低圧吐出で暖気運転を行うため、エンジン始動時にはまだノズルは接続

しないでください。 

参考:ノズルの接続は後述「6-B 高圧水の吐出と停止」(14～15 頁)を参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．洗浄対象にあったノズルを選択しランスに接続します。ノズルの接続方法は全て同じで、 下表の手順 

で行ってください。 

【ノズルの接続方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険：確実にノズルが接続されて外れないことを確認してください。ノズルの接続が不完全な場合 

は、高圧噴射時にノズルが勢いよく外れたり、吹き飛んだり、 周りに損傷を与えたり思わ 

ぬ事故につながることがあります。 

参考：ノズルは消耗品です。使用に伴い噴口が摩耗し圧力が低下します。その場合は新しいノズル 

に交換してください。 

【ノズルの取り外し方法】 

④ランスのカプラのリングを下げます。 

  ⑤ノズルをカプラから引き抜きます。 

  ⑥ノズルを外したら、リングを放します。 

12 

番号 ノズル 用途 

⑧ 0°ノズル（赤） 直噴ノズルで汚れやこびり付きがひどい場 

合に適している。 

⑨ 15°ノズル（黄） 高圧水が扇型に広がる。比較的広い面積を 

洗浄するのに適している。 

⑩ 40°ノズル（白） 15°よりもさらに広い面積を洗浄するのに 

適している。 

⑪ 洗剤吐出ノズル 

（黒） 

洗剤を散布する場合に使用します。 

⑫ ターボノズル 直噴ノズルが回転することで、広範囲を効 

率よく洗浄できます。 

①ランスのカプラのリングを 

指で押さえて下げます。 

②ノズルをカプラに差し込み 

 ます。 

③指を放すとリングが上がり、ノズル

をロックします。ノズルを手で引っ

張り抜けないことを確認します。 

！

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

⑫ 

リング 



 

 

6-A エンジンの始動 

 

危険：換気が悪い場所では使用しないでください。エンジンの排気には有毒な一酸化炭素が含まれ 

ており、換気が不十分な場合は死に至ることもあります。 

危険：燃えやすいもの（わらくず、紙くずなど）や危険物（油脂類、シンナー、火薬など）の近く 

では使用しないでください。 

危険：エアクリーナのエレメントフタは必ず取り付けて始動・運転してください。逆火により炎が 

   噴き出すおそれがあります。 

 

参考：新しいエンジンの取り扱い上の注意 

エンジンの新しいうちは各部がなじんでいないため、無理な使い方をするとエンジンの寿命を短くします。

最初の 20 時間くらいまでは、慣らし運転期間として、次の①～③をお守りください。 

①始動後、約 5 分間は暖機運転を行う。エンジンが暖かくなるまで暖機運転を行なってください。 

②負荷運転時（オーバーロード）をさける。慣らし運転期間はエンジンに無理な負荷がかからないように 

し、20〜30％負荷を控えめにしてください。 

③エンジンオイルの交換を確実に行う。 

エンジン始動の前に吸水ホース、高圧ホース、ガン、ランスが本

機に接続されていることを確認してください。 エンジン始動直後

は低圧吐出で暖気運転を行うため、ノズルを接続しないでエンジ

ンを始動させます。 

 

1．燃料コックを 90 度矢印側に倒し、コックを開きます（以後燃 

コックを開くと記載）。 

 

2．エンジンスイッチを「ON」側に倒します （以後エンジンスイ 

  ッチを ON すると記載）。 

 

3．スロットルレバーを低速（かめマーク）から高速（うさぎマー 

ク）の方向に約 1/3 開いた位置にします。 
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スロットルレバー 

エンジンスイッチ 

燃料コック 



4．チョークレバーを左側にスライドさせ、チョークを閉じます。 

参考：チョークの開度 

   ・寒い時やエンジンが冷えている時は全閉にしてください。 

・暖かい時や運転停止直後再始動する場合は全開もしくは半開 

   にしてください。 

 

5．リコイルロープのノブを握りロープをゆっくり引いていくと、 

重くなる所（圧縮点）があります。更に少し引くと一度軽くな 

る所があり、そこからロープを一旦元に戻します。 

6．機械が動かないように反対側の手で本機のハンドルをしっかり 

握り、リコイルロープを勢いよく引いてエンジンを始動させま 

す。ロープはいっぱいに引き切らないでください。引いたロー 

プは、その位置から手を放さず静かに元に戻してください。 

警告：リコイルロープを引く際には引っ張る方向に人や障 

害物がないことを確認してください。思わぬけがの 

原因となります。 

    参考：一度でエンジンが始動しない場合は、繰り返し始動を 

試みてください。尚プラグが濡れすぎないよう、チョ 

ークを徐々に開きながらの始動としてください。 

参考：高圧ホース内に圧力水が残っていると再始動できない 

場合があります。その際はガンのトリガを握り圧力を 

抜いてください。 

７．エンジンを始動したらチョークレバーを右側にスライドさせチ 

ョークを開きます。 

参考： 

・チョークレバーはエンジンの調子を見ながら徐々に開き、最 

後には必ず全開(右側一杯の位置)にしてください。 

・寒い時またはエンジンが冷えている時、急にチョークレバー 

を開くとエンジンが停止することがあります。ご注意くださ 

い。 

注意：1 分以上の水無し運転（空運転）はしないでくださ 

い。ポンプ故障の原因となります。 

6-B 高圧水の吐出と停止 

危険：噴射方向に十分注意してください。人、動物、電気機器、設備などに向けて噴射しないでく 

ださい。 

危険：高圧ホースやガンからの水漏れは、本機の故障を拡大させるだけでなく、危険を伴う場合が 

あるので、水漏れや異常を感じた場合は直ちに本機の使用を中止してください。 
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チョークレバー 

チョークレバー 

リコイルロープ 



【高圧水の吐出】 

1．エンジンを始動させたら、直ちに水道の蛇口を開き、本機に給 

水します。溜め水容器からの自吸の場合はサクションストレー 

ナを容器に入れます。 

注意：1 分以上の水無し運転（空運転）はしないでください。 

ポンプ故障の原因となります。 

2．エンジンスロットルレバーを高速（うさぎマーク）側に止まる 

までスライドさせ、エンジンの回転を最大にします。 

3．ガンのトリガを握り吐出を始めます。 エンジンを暖めるた 

め、5 分ほど低圧の状態で吐出を続けます。  

参考：暖気運転を行わないですぐ高圧吐出を行うと、エンジン 

   の潤滑不足をきたし、故障の原因となったり、エンジン 

   の寿命を縮める原因となります。 

４． 暖気運転が終わったら吐出を停止し、ノズルを接続します 

（12 頁「5-Ｆノズルの接続」参照）ノズルの接続は ガンの

セーフティーロックを掛けて、トリガが握れない状態で行って

ください。これで高圧吐出の準備ができました。 

 

危険：確実にノズルが接続されて外れないことを確認してく 

ださい。ノズルの接続が不完全な場合は、高圧噴射時 

にノズルが勢いよく外れたり、吹き飛んだり、周りに 

損傷を与えたり思わぬ事故につながります。 

5．ガンのトリガを握り、高圧吐出を始めてください。 

 

【吐出の停止】 

6．ガンのトリガを放すと高圧水の吐出は停止します。この時ポンプは同じ水をポンプ内部で循環させるア 

イドリング運転を行っています。 

注意：無用なアイドリング運転を行わないでください。ポンプが過熱して故障の原因となります。  

参考：アイドリング運転を 2 分ぐらい続けるとポンプ内の水が高温（約 60°C）になり、ポンプを保 

護するためサーモバルブから熱水が放出されます。熱水に注意してください。 

7．再度ガンのトリガを引くと吐出を再開します。 

8．運転中は以下の点に注意してください。 

   ●異常な振動や異音が無いか? 

●エンジンの回転にムラが無いか? 

    ●エンジンの排気色に異常が無いか?（白、黒色などの濃い色の排気色が連続していないか?） 

    ●高圧ホース、ガンなどの接続部位の水漏れは無いか? 

異常が確認された場合は直ちに使用を中止し、本機が冷えていることを確認して点検を行ってください。 
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セーフティーロック 

トリガ 

スロットルレバー 

蛇口を開く 



6-C 洗剤の散布 

 

本機は洗剤を吸い上げ、約 15 倍に希釈して低圧で散布する 機能

があります。15 頁「6-B 高圧水の吐出と停止」3 の後、以下の手

順で作業をしてください。 

 

1．洗剤タンクに洗剤をいれ、水道水で希釈してください。 

2．洗剤吐出ノズル(黒)をランスに接続します。 

3．ガンのトリガを握り吐出させると、数秒後に希釈された洗剤が 

吐出されます。 

4．洗剤散布を終了する場合は、洗剤タンク内の洗剤を使い切り、   

水道水を吸い上げ、洗剤経路のすすぎを行ってください。 

 

注意：すすぎを行わないと薬材が内部で固着して、次回使用時 

に洗剤を吸い上げない場合があります。 

 

6-D 作業の中断 

 

警告：作業を中断したり本機から離れる場合は、必ずエンジ 

   ンを停止し、さらにガンのトリガを一旦握り、内部の 

圧力を抜いてください。 

 

 

5 分以上作業を中断する場合は以下の手順でエンジンを停止させて

ください。 

 

1．ガンのトリガを放し高圧水の吐出を止めます。 

2．エンジンのスロットルを低速（かめマーク）側に戻し、 2～3 

分間ほどアイドリング運転を行いエンジンの冷却をさせます。 

3．エンジンスイッチを OFF 側にしてエンジンを停止させます。 

   注意：アイドリング運転を行わないで高圧吐出状態からエンジ 

ンを停止させると、マフラー内の未燃ガスが燃焼し爆音 

を発する場合があります。 

４．ガンのトリガを握りホース内の残圧を抜きます。 

５．ガンのセーフティーロックを起こし、トリガを引けない状態に 

します。 
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洗剤タンク 

セーフティロック 

トリガ 

エンジンスイッチ 



 

 

7-A 運転の終了 

1．3 分間ほどアイドリング運転を行い（16 頁「6-D 作業の中断」 

  参照）、エンジンを冷却させます。 

2．水道直結の場合は水道の蛇口を閉じて本機への給水を停止します。 

自吸式の場合は溜め水容器から吸水ストレーナを出します。 

3．ガンのトリガを握り水が出なくなるまで吐出させます。 

４．吸水ホースを本機から外し、再度ガンのトリガを引き本機と高圧 

  ホースに残った水を吐出させます。 

5．エンジンスイッチを OFF 側に倒し、エンジンを停止させます。 

  燃料コックを矢印側に倒しコックを閉じます（以後燃料コックを 

閉じると記載）。 

注意：3～5 の作業は 1 分以内で行ってください。ポンプの故障 

の原因となります。 

6．再度ガンのトリガを握り、ポンプおよび高圧ホースの残圧を抜き 

  ます。 

注意：高圧ホース内に残圧があると接続のスクリューは硬くて回 

   りません。無理やり回すと不意に高圧水が噴き出し危険で 

す。残圧を必ず抜いてください。 

７．本機から高圧ホースを外します。接続口は異物が入らない様に注 

  意してください。異物が入るとノズル詰まりの原因となります。 

８．本機やホース、ガン、ノズル&ランスに付着した水滴や汚れは、 

乾いた布で綺麗にふき取ってください。 

 

 

7-B 保管 

本機を保管する際は、以下の点に注意してください。 

●直射日光が当たらない乾燥した場所に保管してください。 

●いたずら防止のため、第三者が触れない場所を選んでください。 

●凍結による故障を防ぐため、氷点下になる場所での保管は避けてください。万が一、氷点下になる場所 

に保管せざるをえない場合は 23 頁「9-B 不凍処理」を参照のうえ、不凍液処理を施してください。 
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7-C 長期保管の方法 

 
1 か月以上エンジンを使用しない場合は燃料の変質による始動不

良または運転不調にならないように、次の手順で燃料を抜いてく

ださい。 

 

1，燃料を抜く 

燃料カップの下側に燃料の受け皿等を用意し、プラスドライバ 

ーを用いて反時計回りに緩め燃料ドレンを緩め、内部の燃料を 

排出します。 

 

危険：火傷や火災事故を防止するために 

   ●身体に付帯した静電気を除去してから作業を行ってくださ 

い。静電気の放電による火花により気化した燃料（ガソリ 

ン）に引火し、火傷を負うおそれがあります。 

     ●火災のおそれがありますので、燃料（ガソリン）は「消防 

法に適合した」金属製の携帯タンクに保管・携行してくだ 

さい。 

 

2．燃料ドレンボルトを締め付ける 

   1．で緩めたボルトを時計回りに締め付けます。 

3．注油する 

・エンジンオイルは新しいオイルと交換してください。 

・点火プラグを外しエンジンオイルを約 5mL 注入し、リコイ 

ルロープのノブを静かに 2～3 回引き、点火プラグを締め付   

けてください。 

点火プラグの外し方は 22 頁を参照ください。 

４．清掃して保管する 

・リコイルロープのノブをゆっくり引き、重くなった所（圧縮 

点）で止めておきます。 

・各部を油布またはウエスで清掃し、カバーを掛けて湿気、ホ 

コリの少ないところで保管してください。 
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エンジン 

スイッチ 

燃料ドレン 燃料カップ 



 

 

本機を末永くご愛用いただくために、毎使用前に以下の点検を行ってください。 

 

警告:点検やお手入れを行う場合は、必ずエンジンを止めた状態で行ってください。 

 

8-A 外観点検 

本機全体を目視し、カバ-やフレーム、ホイールなどに、亀裂や変

形、損傷、各ねじ部にゆるみがないか点検してください。また、異物

や汚れが付着している場合は、濡れたタオルなどで綺麗にしてくださ

い。特にエンジンは空冷式ですので、ホコリなどが付着していると冷

却不足を起こします。 

吸水ホース接続口や吐出口は汚れないようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

8-B ホース類の点検 

付属のホ-スに亀裂や変形、破損がないことを目視にて点検してく 

ださい。 亀裂や変形、破損など異常がある場合は、破裂などの危険 

があるので、使用せず新しいホースに交換してください。 

ホース接続スクリューの先端の O リングに切れや異常な摩耗がないか

点検してください。また定期的に O リングにグリスを塗布してくださ

い。 

 

 

8-C ガンやランス&ノズルの点検 

ガンやランス&ノズルの外観を目視し、亀裂や変形、損傷がないか

点検してください。亀裂や変形、破損などの異常がある場合は、使

用せず新しいものに交換してください。 

ランスの接続部位の O リングに切れや異常な摩耗がないか点検し

てください。また月 1 回の割合で O リングにグリスを塗布してく

ださい。 
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8-D ノズルの点検 

ノズルに異物が詰まっていないか点検してください。 詰まってい

る場合は、清掃してください。 

 

 

 

 

 

 

 

8-E 吸水ホースの接続点検 

  

１．本機の吸水コネクタの破損や亀裂がないか、O リングが切れて 

いないか、異常な摩耗がないか確認してください。月 1 回の   

割合で O リングにグリスを塗布してください。 

 

 

 

 

 

２．吸水ホースのワンタッチジョイントの内側にある引っかけ爪が 

  磨耗していないか、破損していないか確認してください。異常 

がある場合は新品に交換してください。 

 

 

 

 

 

 

8-F ポンプの点検 

 

本機のポンプには潤滑のためオイルを使用しております。 オイ

ルが不足すると大きな故障に至る場合がありますので、毎使用

前に必ずオイル漏れがないか確認してください。漏れが確認さ

れた場合は使用せず、お買い上げの販売店に相談してくださ

い。 
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ワンタッチジョイント

爪 

吸水コネクタ 

O リング 



8-G エンジンの点検およびお手入れ 

本機搭載のエンジンの点検、保守は下表の通りです。 

このメンテナンスサイクルについては一般的な用途での数値ですので、悪条件下で使用される場合は 

メンテナンス頻度を高めてください。 

 

項目 
使用頻度 

毎使用時 毎 25 時間 毎 50 時間 毎 100 時間 

エンジンオイル 
点検、補給 ●    

交換  ●（初回） ●  

エアクリーナ 
点検、清掃 ●（点検）  ●  

交換     

点火プラグ 
清掃、調整    ● 

交換     

燃料フィルタ 清掃    ● 

 

 

Ⅰ．オイル交換 

 

１．オイル受けをエンジンの下に入れ、ドレンプラグを外します。 

２．オイルの排出が終わったら、ドレンプラグをしっかり締め付け 

てください。 

注意：ドレンプラグの締め付けが緩いと使用中に外れてオイル 

が漏れ、大きな故障の要因となります。 

 

 

３．オイルゲージを外し、給油口から新しいオイルを入れます。 

４．オイルゲージで適量かどうか確認します。 

５．最後にオイルゲージを給油口にしっかりと締め込みます。（8 

頁「5-B エンジンオイルの点検と補給」をご参照くださ

い）。 
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エンジンオイルドレン 



Ⅱ．エアクリーナ 

 

エアクリーナエレメントの汚れがひどくなると、エンジンの始動不良、出 

力不足、運転に不調をきたすばかりでなく、エンジンの寿命を極端に短く 

します。いつもきれいなエアクリーナにしておくように心掛けてください。 

 

１．エアクリーナのカバーのスクリューを緩め、カバーを外します。 

２．フォームエレメントを取り外し、洗油（白灯油）で洗浄後、エンジン 

オイルに浸し、硬く絞ってから取り付けます。 

参考：フォームエレメントが詰まるとエンジンの吸入空気量が減り、 

所定の性能が発揮できなくなります。 

 

 

Ⅲ．点火プラグ 

１．プラグキャップを外します。 

２．付属のプラグレンチを用いて点火プラグを外します。 

３．プラグクリーナ又は、ワイヤーブラシなどで電極回りを清掃します。 

４．プラグのギャップは0.7mmが基準値です。 

５．新品に交換する場合は以下の点火プラグをお買い求めください。 

推奨点火プラグ 

BＰ6ＨＳ（NGK） 

 

 

 

 

Ⅳ．燃料カップの清掃 

燃料フィルタカップ内に水やごみが溜まります。定期的に 

カップを取り外して点検、清掃を行ってください。 

危険：火傷や火災事故を防止するために身体に帯電した静電気 

を除去してから作業を始めてください。静電気の放電に 

よる火花により気化した燃料（ガソリン）に引火し、火 

傷を負うおそれがあります。 

１．燃料コックを閉じます。 

２．１0mmのスパナを用いて燃料カップを取り外し、カップ内に水 

やゴミが溜まっていないか確認します。 

３．カップ内の水やゴミを捨て、洗油（白灯油）で洗い、本体に完全 

に締め付けます。 
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！燃料フィルタ

カップ 

フォームエレメント 

カバー 

0.7mm 



 

 

９-A やむを得ず氷点下で作業をする場合 

１．前回使用後に不凍液処理を施していない場合、使用前に必ず暖房設備のある暖かい室内に置いて、本

体、高圧ホース、吸水ホース、ガンおよびランスなどを十分に暖めてください。この時、高圧ホースに

ひび割れや水漏れがないかを確認してください。 

２．高圧ホースが弾性を取り戻し、各部の凍結が完全になくなってから、次項「9-B 不凍処理」の項を参 

照し不凍液処理を施し、本機を作業現場に搬出してください。 

注意：不凍液処理を施さず氷点下の作業現場に搬出すると凍結し、故障の原因となります。 

３．作業中は吐出作業を中断しないよう、連続吐出を行ってください。 

注意：ホースを含む本機の水経路内が凍結したまま運転しますと、故障の原因となりますので十分注意 

してください。 

 

 

９-B 不凍処理 

凍結のおそれがある場所に本機を保管する場合は、必ず以下の手順で不凍処理を行ってください。 

注意：本機およびホースなどに残った水が凍結すると、これらを故障させることがあります。 

１．５Ｌ程度の希釈した不凍液をバケツなどの容器に準備してください。 

（不凍液の取扱いはお使いになる不凍液の取扱説明書に従ってください。） 

注意：不凍液を入れる容器は事前によく洗浄し、砂塵や異物が混ざらないようにしてください。砂塵や 

異物が混ざると本機に吸い込まれ、故障の原因となります。 

２．不凍液の容器に吸水ストレーナを入れ、本機側には高圧ホース、ガンを接続します。 

３．エンジンを始動させ、ガンを不凍液の容器に向けトリガを握ります。 

４．不凍液が入った容器に吐出させ、不凍液を容器、本機間で循環させます。ガンのトリガのＯＮ/OFFを 

  繰り返し、約１～２分間不凍液を循環させたら完了です。 

注意：不凍液が飛び散ることがあるので注意してください。 

５．不凍液の容器から吸水ストレーナを引き上げ、ガンのトリガを握り不凍液の吐出が止まったらエ 

ンジンを止めてください。 

６．「7 運転の終了と保管」（17 頁）を参照のうえ、本機を正しく保管してください。 
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本機に異常が見られた時は、次の点をお調べください。 

それでも異常がある場合にはお買い上げの販売店にご相談ください。 

症 状 原 因 処 理 

水の圧力が低い。 

（水の勢いがない。) 

（水が息継ぎしたよう 

な出方をする。） 

水量が不足している。 水道の蛇口を全開にしてください。十分な水

量を確保できる蛇口を使用してください。 

吸水ホースが折れて本体へ水が供給され 

ていない。 

吸水ホースが折れないように真直ぐ設置して

ください。 

吸水ホース内に空気を噛み込んでいる。 吸水ホース内の空気を排出してください。 

水漏れしている。 水漏れ位置を確認して処置してください。 

ノズルが摩耗している。 ノズルを交換してください。 

異物がポンプ内部へ入った。 使用を中止し、販売店へご相談ください。 

自吸式の場合 

吸水ストレーナが水に浸かっていない。

（吸水すれば水槽の水は低下するので、

使用前はストレーナが水没していても、

使用中に水位が低下してストレーナが水

へ浸かってない状態になることがある） 

吸水ストレーナを完全に水没させてくださ

い。 

自吸式の場合 

吸水ストレーナが目詰まりしている。 

吸水ストレーナを清掃してください。 

蛇口～吸水ホース接続

部から水漏れする。 

ホースバンドが変形している。 ホースバンドを交換してください。 

吸水ホースに傷が付いている。 吸水ホースを交換してください。 

吸水ホース～ワンタッ

チジョイント接続部か

ら水漏れする。 

ワンタッチジョイントが破損している。 ワンタッチジョイントを交換してください。

吸水ホースに傷が付いている。 吸水ホースを交換してください。 

ワンタッチジョイント

～吸水コネクタ接続部

から水漏れする。 

ワンタッチジョイントが破損している。 ワンタッチジョイントを交換してください。

吸水コネクタが破損、またはねじ山が傷 

んでいる。 

吸水コネクタを交換してください。 

吸水コネクタのＯリングが劣化してい

る。 

Ｏリングを交換してください。 
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症 状 原 因 処 理 

吸水コネクタ～本体接続部

から水漏れする。 

（本体底から水漏れしてい 

るように見える場合があ 

ります。） 

吸水コネクタが破損、またはねじ山が

傷んでいる。 

吸水コネクタを交換してください。 

吸水コネクタ内のパッキンがない。 パッキンを取付けてください。 

吸水コネクタが締まっていない、 

または斜めに締めこまれている。 

吸水コネクタを正しく締めてください。 

本体内部から水漏れする。 ポンプの焼損、凍結 使用を中止し、販売店へご相談ください。 

高圧ホースから水漏れす

る。 

高圧ホースの変形、破裂 高圧ホースを交換してください。 

本体～高圧ホース接続部か

ら水漏れする。 

Ｏリングの切れ、劣化 Ｏリングを交換してください。 

ガン～ノズル接続部から水

漏れする。 

Ｏリングの切れ、劣化 Ｏリングを交換してください。 

ノズルの破損 ノズルを交換してください 

ガンのトリガが引けない。 ガンのセーフティーロックが掛かって

いる。 

ガンのセーフティーロックを解除してください。 

自吸できない。 

（水を吸い上げない。） 

吸水ストレーナが水に浸かっていな

い。（吸水すれば溜め水容器の水位は

低下するので、使用前は吸水ストレー

ナが水没していても、使用中に水位が

低下して吸水ストレーナが水へ浸かっ

ていない状態になることがある） 

吸水ストレーナを完全に水没させてください。 

自吸吸い上げ高さが50cm以上ある。

（吸水すれば水槽の水位は低下するの

で、使用前に50cm以内の高さが使用

中に水位が低下して50cm以上の高さ

になることがあります。） 

溜め水容器へ水を追加するなどして、水の吸い上げ

高さが50cm以内になるようにしてください。 

吸水ストレーナが目詰まりしている。 吸水ストレーナを清掃してください。 

洗剤が吐出されない。 洗剤が空になっている。 洗剤を補充してください。 

洗剤用ノズルが付いていない。 洗剤吐出ノズルを取り付けてください。 

洗剤が詰まっている。 洗剤経路内を清掃、もしくは交換してください。 

エンジンがかからない。 エアクリーナが詰まっている。 エアクリーナを清掃してください。 

チョークを閉じていない。 チョークを閉じてください。 

ガン、ホースに内圧が掛かっている。 ガンのトリガを握り、内圧を抜いてください。 

異臭がする。  使用を中止し、販売店へご相談ください。 
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